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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年３月21日～2023年６月20日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2024年３月期第１四半期 14,978 0.3 1,640 49.2 1,559 31.5 1,118 53.6

2023年３月期第１四半期 14,927 － 1,099 4.0 1,185 △3.9 728 △46.3
(注)包括利益 2024年３月期第１四半期 1,516百万円( 154.8％) 2023年３月期第１四半期 595百万円(△50.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2024年３月期第１四半期 267.27 －

2023年３月期第１四半期 173.94 －

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期首
から適用しているため、2023年３月期第１四半期の売上高の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2024年３月期第１四半期 92,154 30,065 28.6 6,342.09

2023年３月期 86,536 28,749 29.0 5,997.88
(参考) 自己資本 2024年３月期第１四半期 26,383百万円 2023年３月期 25,104百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2023年３月期 － － － 35.00 35.00

2024年３月期 －

2024年３月期(予想) － － 40.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年３月21日～2024年３月20日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 57,000 0.4 1,800 △18.6 1,500 △35.3 1,200 375.8 286.70

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期１Ｑ 4,219,554株 2023年３月期 4,219,554株

② 期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 59,508株 2023年３月期 33,933株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 4,185,309株 2023年３月期１Ｑ 4,185,874株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の規制が大幅に緩和され経済活

動が正常化に進む一方、ウクライナを巡る国際情勢の長期化や円安等による諸資材価格の高騰、それに伴う物価

上昇など先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の中、長期的な視点で会社の方向を示すべきと考え、2019年に制定した新たな企業理念を踏ま

え、「ISHIZUKA GROUP 2030～挑戦し続けることにより、躍動する企業へ～」を策定しました。また、これに基づ

き策定した当期を２年度目とする2024年度中期経営計画「変化するスピードに負けない」では、①2024年度連結

営業利益3,500百万円、②中堅・若手人財の育成への取り組み、③2030年度CO2排出量をScope１及びScope２にお

いて50%削減・Scope３において25%削減（ともに2020年度対比）に向けたロードマップ作りとその実践に取り組ん

でおります。

業績につきましては、ＬＮＧ及び電力などのエネルギー価格は前年同四半期と比べても高騰しておりますが、

製造工程の合理化を通じたコスト低減施策や諸資材価格高騰に対する一部値上げの取り組みなどにより、売上高

14,978百万円(前年同四半期比0.3％増)、営業利益1,640百万円(前年同四半期比49.2％増)、経常利益1,559百万円

(前年同四半期比31.5％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,118百万円(前年同四半期比53.6％増)となり

ました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

＜ガラスびん関連事業＞

ガラスびんは、諸資材価格の高騰に対する販売価格改定の取り組みを進めていますが、前年度に操業を停止

した姫路工場の生産縮小の影響により、売上高は3,281百万円(前年同四半期比11.3％減)となりました。

＜ハウスウェア関連事業＞

ガラス食器は、アルコールメーカー向けの業務用品の受注が増加しましたが、一般市場向けの需要が伸び悩

んだことや商品構成を縮小したことなどにより全体として伸び悩みました。陶磁器は、国内のホテル・レスト

ラン向け並びに海外からの需要が回復してきていることなどにより、セグメント全体の売上高は3,571百万円

(前年同四半期比3.5％増)となりました。

＜紙容器関連事業＞

紙容器は、急激な円安進行等に伴い製品の主原料である原紙の調達コストが高騰していますが、それに対す

る販売価格是正の取り組みを進め、売上高は2,037百万円(前年同四半期比13.0％増)となりました。

＜プラスチック容器関連事業＞

ＰＥＴボトル用プリフォームは、原燃料高騰に対する販売価格改定に加え主要ユーザーからの受注が堅調に

推移し、売上高は4,423百万円(前年同四半期比8.3％増)となりました。

＜産業器材関連事業＞

産業器材は、調理器用トッププレートの受注が減少し、売上高は535百万円(前年同四半期比8.2％減)となり

ました。

＜その他事業＞

抗菌剤は、新型コロナウイルス感染症の影響の収束、また世界的物価高騰の影響もあり海外市場での旺盛な

需要は落ち着き、コロナ禍以前の出荷水準に戻りました。金属キャップは酒類及び医薬品向けともに出荷が伸

張し、セグメント全体の売上高は1,128百万円(前年同四半期比13.7％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明
当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて5,617百万円増加し、92,154百万円となり

ました。また、負債合計は4,300百万円増加し、62,088百万円となりました。これは主に、売掛金及び買掛金など

の運転資本、現金及び預金並びに有利子負債が増加したことによるものです。純資産合計は1,316百万円増加し、

30,065百万円となりました。これらの結果、自己資本比率は28.6％（前連結会計年度末は29.0％）となりまし

た。

また、金融機関と総額2,000百万円のコミットメントライン契約を締結しており、資金の流動性を確保しており

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
2024年３月期の連結業績予想につきましては、2023年４月26日に公表いたしました予想数値から変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,074 6,290

受取手形及び売掛金 15,767 19,661

有価証券 1,000 1,200

商品及び製品 10,517 10,056

仕掛品 775 772

原材料及び貯蔵品 4,131 4,136

有償受給に係る資産 3,136 3,147

その他 2,463 2,399

貸倒引当金 △4 △5

流動資産合計 42,862 47,659

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,173 6,164

機械装置及び運搬具（純額） 4,017 5,008

土地 16,745 16,852

その他（純額） 8,487 8,165

有形固定資産合計 35,423 36,191

無形固定資産 121 114

投資その他の資産

投資有価証券 6,801 7,153

その他 1,184 903

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 7,968 8,039

固定資産合計 43,514 44,345

繰延資産 159 149

資産合計 86,536 92,154
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,782 11,972

短期借入金 4,166 6,617

1年内償還予定の社債 539 539

未払法人税等 293 272

賞与引当金 620 411

その他 7,464 8,194

流動負債合計 22,866 28,007

固定負債

社債 8,078 7,839

長期借入金 13,660 13,435

役員退職慰労引当金 81 101

汚染負荷量引当金 402 397

退職給付に係る負債 5,120 5,043

その他 7,577 7,262

固定負債合計 34,920 34,080

負債合計 57,787 62,088

純資産の部

株主資本

資本金 6,344 6,344

資本剰余金 4,606 4,606

利益剰余金 6,719 7,691

自己株式 △86 △125

株主資本合計 17,584 18,516

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,241 2,529

繰延ヘッジ損益 7 44

土地再評価差額金 5,393 5,393

為替換算調整勘定 △94 △92

退職給付に係る調整累計額 △27 △8

その他の包括利益累計額合計 7,520 7,866

非支配株主持分 3,644 3,682

純資産合計 28,749 30,065

負債純資産合計 86,536 92,154
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年３月21日
　至 2022年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月21日
　至 2023年６月20日)

売上高 14,927 14,978

売上原価 11,041 10,764

売上総利益 3,886 4,214

販売費及び一般管理費 2,786 2,574

営業利益 1,099 1,640

営業外収益

受取利息 0 4

受取配当金 57 26

為替差益 112 -

受取賃貸料 63 62

その他 27 30

営業外収益合計 262 124

営業外費用

支払利息 62 74

賃貸収入原価 27 67

その他 85 63

営業外費用合計 175 205

経常利益 1,185 1,559

特別利益

段階取得に係る差益 - 131

特別利益合計 - 131

特別損失

工場閉鎖関連損失 23 -

特別損失合計 23 -

税金等調整前四半期純利益 1,162 1,691

法人税、住民税及び事業税 243 252

法人税等調整額 154 242

法人税等合計 397 495

四半期純利益 765 1,195

非支配株主に帰属する四半期純利益 37 77

親会社株主に帰属する四半期純利益 728 1,118
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年３月21日
　至 2022年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月21日
　至 2023年６月20日)

四半期純利益 765 1,195

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △166 252

繰延ヘッジ損益 2 47

為替換算調整勘定 △24 2

退職給付に係る調整額 18 18

その他の包括利益合計 △170 320

四半期包括利益 595 1,516

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 564 1,464

非支配株主に係る四半期包括利益 30 51
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年３月21日　至 2022年６月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

ガラス
び ん
関 連

ハウス
ウェア
関 連

紙容器

関 連

プラス
チック
容 器
関 連

産 業
器 材
関 連

計

売上高

外部顧客への売上高 3,699 3,450 1,803 4,083 583 13,619 1,307 14,927 － 14,927

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 126 － 126 1,602 1,729 △1,729 －

計 3,699 3,450 1,803 4,210 583 13,746 2,910 16,657 △1,729 14,927

セグメント利益又は
損失（△）

△137 169 9 742 90 873 225 1,099 0 1,099

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び子会社の一部の事業を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額０百万円には、棚卸資産の調整額０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年３月21日　至 2023年６月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

ガラス
び ん
関 連

ハウス
ウェア
関 連

紙容器

関 連

プラス
チック
容 器
関 連

産 業
器 材
関 連

計

売上高

外部顧客への売上高 3,281 3,571 2,037 4,423 535 13,849 1,128 14,978 － 14,978

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 72 － 72 1,271 1,343 △1,343 －

計 3,281 3,571 2,037 4,496 535 13,922 2,399 16,322 △1,343 14,978

セグメント利益 208 278 151 866 63 1,568 66 1,634 5 1,640

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び子会社の一部の事業を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額５百万円には、棚卸資産の調整額５百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　


